
参考資料

ウォータ君

暮らしにおける市民の
重要度・満足度ともに№１

（市民意識調査）

管





県水区域と市水区域における
人口の割合について
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2011年

県水配水区 市水配水区

総人口147,736人

28,811人

118,925人

80.7%

19.3%

2019年

県水配水区 市水配水区

総人口151,657人

122,428人

29,229人

  人口の伸び率は県水区域が2.9％、市水区域が1.4％となっております。

市水配水区
人口伸び率1.4％

県水配水区
人口伸び率2.9％
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市水から県水への送水施設
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水源浄水場

一ツ木配水場

水源浄水場⇒一ツ木配水場
への送水施設
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市水の一ツ木配水場への送水量
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市水の一ツ木配水場への送水量（平成30年度）

市水の浄水量

富士松配水区への配水量

一ツ木配水場への送水量

750,502ｍ3÷365日
＝2,056(t/日)

4,511,227ｍ3÷365日
＝124,688(t/日)
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県水配水区の
約5.2％



深井戸水位の変移状況

数値が低いほど地下水位が高いことを表しています。
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深井戸水位に大きな
変動はないため、今
後も取水可能と想定
されます。



５

水を作るための費用（収益的支出）
の構成図
(2)

　 （単位：千円）（税抜）
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旧耐震基準（平成８年以前）

浄・配水場施設の耐震性について

〇求められる耐震性能で耐えうる震度の目安
・震度４以下であれば大丈夫
・震度５以上では被害が生じる可能性がある

水道施設耐震工法指針
（1979年版）

現在の耐震基準（平成９年以降）

水道施設耐震工法指針
（1997,2009年版）

〇求められる耐震性能
・地震規模は、想定される最大規模の地震動
・地震での被害軽微、機能に重大な影響なし

※ 阪神大震災(H7)での被害を教訓に、
耐震基準の見直し（指針の改訂）がなされた。
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